
令和６年度　第一薬科大学【薬学部】４年制学科
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第２回

試験選択科目 数　学 化　学 生　物 物　理 英　語 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和６年１月25日（木）　　10時00分～12時00分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておく。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ない。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまう。（アラーム等の音がでる設定は解除する。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認する。
  数学は 1 ～ 6 ページ，化学は 7 ～ 19 ページ，生物は 21 ～ 35 ページ，物理は 

37 ～ 45 ページ，英語は 47 ～ 58 ページ，国語は 59 ～ 73 ページである。解答
用紙は試験選択科目ごとに 1枚，合計2枚である。

 落丁等があれば，手をあげて監督者に知らせる。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入する。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択する。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，受験地，試験科目を記入し，受験番号欄

をマークする。
 7 ．  解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ

る。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の対象外
になる。

 8 ．  記述式問題の解答は解答用紙裏面に途中計算も含め，読みやすいように丁寧に
書く。

 9 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

10．途中退出は認めない。
11．問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。
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生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

化　学
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

生　物
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問１　代謝に関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句および数値の正

しい組合せはどれか。

一般的に，細胞内での代謝におけるエネルギーのやりとりは，（　ア　）を 

仲立ちとして行われている。

（　ア　）は，アデニンと（　イ　）が結合したアデノシンに（　ウ　）個の 

リン酸が結合した化合物である。（　ア　）は，リン酸どうしの結合である高エネ

ルギーリン酸結合が切れて（　エ　）とリン酸になるとき，エネルギーを放出す

る。このエネルギーが，生体内での物質の合成や筋肉の収縮などのさまざまな 

生命活動を進めるために使われる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ADP リボース 2 ATP
2 ATP リボース 2 ADP
3 ADP リボース 3 ATP
4 ATP リボース 3 ADP
5 ADP デオキシリボース 2 ATP
6 ATP デオキシリボース 2 ADP
7 ADP デオキシリボース 3 ATP
8 ATP デオキシリボース 3 ADP

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１～問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問２　呼吸に関する以下の文章の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正しい組合せ

はどれか。

タンパク質が呼吸で消費される際，タンパク質は加水分解されて（　ア　）と

なり，さらにアミノ基を失うことで有機酸となり，クエン酸回路などに入る。 

一方，脂肪が呼吸基質となる場合，脂肪は加水分解されて（　イ　）と脂肪酸に

なる。（　イ　）は解糖系に，脂肪酸は（　ウ　）という反応によって（　エ　）

となりクエン酸回路に入る。脂肪酸は，クエン酸回路では脱水素反応と脱炭酸 

反応を受け，（　オ　）と水に分解される。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ アミノ酸 グリセリン β酸化 アセチルCoA 二酸化炭素
2 グルコース 有機酸 脱アミノ オキサロ酢酸 酸素
3 アンモニア グリセリン 発酵 スクシニルCoA 二酸化炭素
4 尿素 有機酸 酸化的リン酸化 ピルビン酸 酸素
5 アミノ酸 グリセリン 脱アミノ ピルビン酸 二酸化炭素
6 グルコース 有機酸 β酸化 スクシニルCoA 酸素
7 アンモニア グリセリン 酸化的リン酸化 オキサロ酢酸 二酸化炭素
8 尿素 有機酸 発酵 アセチルCoA 酸素

問３　窒素固定によって最初に生成する無機化合物イオンはどれか。

1　フッ化物イオン
2　亜硝酸イオン
3　アンモニウムイオン
4　硫化物イオン
5　硝酸イオン
6　鉄（Ⅱ）イオン

－2－－24－



問４　減数分裂の第一分裂中期のようすを示しているのはどれか。

1　染色体が両極へ移動する。
2　DNAの複製が行われる。
3　細い染色体が縦裂して，染色分体に分かれる。
4　二価染色体が赤道面に並ぶ。
5　相同染色体が対合して，太い染色体になる。
6　細胞板により細胞質が分かれる。
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問５～問８　遺伝子発現に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

生命活動に必須の情報はDNAに含まれる。遺伝子の発現では，まずDNAの 

（　ア　）本鎖がほどけ，1本の鎖の塩基に相補的なRNAのヌクレオチドが連結す

ることにより，DNAの塩基配列がRNAに転写される。そのRNAの配列にしたがっ

て，タンパク質が合成される。

RNAは，（　イ　）本鎖である。RNAのヌクレオチドは，糖の部分が（　ウ　）

である。真核生物のRNAは，（　エ　） と （　オ　） を含み，（　エ　）が取り除

かれ，（　オ　） がつなぎ合わされてmRNA になる。この過程を（　カ　）とい

う。mRNAは核から（　キ　）に移動し，その一端にリボソームが結びつく。リボ

ソームが結びついたmRNAには，tRNAが結合する。tRNAは，mRNAのコドンに結

合するアンチコドンという（　ク　）個一組の塩基配列と，アンチコドンに対応

する特定のアミノ 酸に結合する部位がある。tRNAによって，リボソームまで運ば

れたアミノ酸が，合成途中のポリペプチドに，（1）ペプチド結合により結びつく

ことでタンパク質が合成される。

問５　文章中の（ア）･（イ）･（ク）に当てはまる数値の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ク）
１ 2 1 2
2 2 1 3
3 2 2 2
4 2 2 3
5 3 1 2
6 3 1 3
7 3 2 2
8 3 2 3

問６　文章中の（ウ）に当てはまる物質の名称として正しいのはどれか。

1　アデニン　　 2　ウラシル　　 3　グアニン　　 4　デオキシリボース
5　チミン　　　 6　シトシン　　 7　リボース　　 8　メチオニン
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問７　文章中の（エ）～（キ）に当てはまる物質の名称として正しいのはどれか。

（エ） （オ） （カ） （キ）
１ イントロン エキソン スプライシング 細胞質
2 イントロン エキソン スプライシング 細胞膜
3 イントロン エキソン 翻訳 細胞質
4 イントロン エキソン 翻訳 細胞膜
5 エキソン イントロン スプライシング 細胞質
6 エキソン イントロン スプライシング 細胞膜
7 エキソン イントロン 翻訳 細胞質
8 エキソン イントロン 翻訳 細胞膜

問８　下線部（1）に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　一方のアミノ酸のカルボキシ基と他方のアミノ酸のアミノ基から，水素1分子
が除かれて結合する。

ｂ　この結合は，-CONH-と表記される。

ｃ　水素原子を仲立ちとした，比較的弱い結合である。

ｄ　多数のアミノ酸がこの結合でつながると，ポリペプチドができる。

1　（ａ，ｂ）　　　 2　（ａ，ｃ）　　　 3　（ａ，ｄ）　　　 4　（ａ，ｅ）
5　（ｂ，ｃ）　　　 6　（ｂ，ｄ）　　　 7　（ｂ，ｅ）　　　 8　（ｃ，ｄ）
9　（ｃ，ｅ）　　　10　（ｄ，ｅ）
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問９，問10　図は人の腎臓の構造単位の模式図である。

ア
イ

エ オ
カ

ウ

問９　図の（ア）～（カ）の名称の組み合わせで正しいものはどれか

毛細血管が密集した（　ア　）とこれを囲む（　イ　）を合わせたものを 

（　ウ　）という。尿は血液が（　ア　）から（　イ　）へこし出されて原尿と

なりさらに（　エ　），（　オ　）を通って（　カ　）に送られる過程で生じる。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）
１ 糸球体 ボーマン嚢

のう

腎小体 近位尿細管 遠位尿細管 集合管
2 糸球体 腎小体 ボーマン嚢

のう

近位尿細管 遠位尿細管 集合管
3 糸球体 ボーマン嚢

のう

腎小体 遠位尿細管 近位尿細管 集合管
4 ボーマン嚢

のう

糸球体 腎小体 遠位尿細管 近位尿細管 輸尿管
5 ボーマン嚢

のう

糸球体 腎小体 近位尿細管 遠位尿細管 輸尿管

問10　上図の（エ）～（カ）で再吸収されるものはどれか

ａ　タンパク質　　　ｂ　イヌリン　　　　　ｃ　尿素　　　　
ｄ　グルコース　　　ｅ　バソプレシン

1　（ａ，ｂ）　　　 2　（ａ，ｃ）　　　 3　（ａ，ｄ）　　　 4　（ａ，ｅ）
5　（ｂ，ｃ）　　　 6　（ｂ，ｄ）　　　 7　（ｂ，ｅ）　　　 8　（ｃ，ｄ）
9　（ｃ，ｅ）　　　10　（ｄ，ｅ）
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問11　筋収縮はミオシンフィラメントの間にアクチンフィラメントが滑り込むことに

よって起きる（滑り説）。その機序に関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当て

はまる語句の正しい組合せはどれか 。

軸索上を活動電位が伝わってくると，神経末端から（　ア　）が放出される。

次に筋細胞の細胞膜に活動電位が発生し，細胞膜上を伝わる。細胞膜が陥入して

伸びているT管の先に（　イ　）があり，そこから（　ウ　）が放出される。 

（　ウ　）がアクチンフィラメントに結合すると，ミオシンとアクチンが結合でき

るようになり，更にミオシンの分解酵素が活性化して（　エ　）を分解。（　エ　）

の分解エネルギーによってミオシンフィラメントがアクチンフィラメントを引き

寄せ，筋収縮が起こる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ トロポミオシン 筋小胞体 カリウムイオン 乳酸
2 クレアチンリン酸 筋原繊維 ナトリウムイオン トロポニン
3 アセチルコリン 筋小胞体 カルシウムイオン ATP
4 トロポミオシン 筋節 マグネシウムイオン RNA
5 アセチルコリン 筋節 カルシウムイオン ATP
6 トロポミオシン 筋小胞体 マグネシウムイオン 乳酸
7 クレアチンリン酸 筋原繊維 ナトリウムイオン ATP
8 アセチルコリン 筋小胞体 カリウムイオン RNA
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問12　聴覚に関して次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せ

はどれか 。

聴覚とは音波の刺激によって生まれる感覚である。音波刺激は外耳道を通って

鼓膜に届きここを振動させる。この振動は耳小骨によって（　ア　）され，内耳

にあるうずまき管の（　イ　）に伝えられる。（　イ　）の振動は，うずまき管内

の基底膜を振動させ，基底膜上にある（　ウ　）の聴細胞の感覚毛が動かされ，

聴細胞が興奮する。この興奮は聴神経により，（　エ　）に送られ，聴覚として知

覚される。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 増幅 リンパ液 コルチ器 大脳
2 反射 細部内液 卵円窓 小脳
3 拡散 漿液 コルチ器 延髄
4 減少 細部内液 卵円窓 小脳
5 増幅 リンパ液 卵円窓 脳幹
6 反射 細部内液 コルチ器 延髄
7 拡散 漿液 コルチ器 大脳
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問13，問14　植物ホルモンによる光屈性を調べるために，イネの幼葉鞘を用いて（ア）

から（キ）の実験を行った。ただし，いずれの実験も紙面に向かって左から光をあて

たものとする。

光 （ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ） （キ）

（ア）　先端に黒いキャップを被せる。

（イ）　先端に透明キャップを被せる。

（ウ）　先端部分より下を黒いカバーで覆う。

（エ）　先端部分より下を透明カバーで覆う。

（オ）　雲母片を光刺激側から地面に平行に半分まで差し込む。

（カ）　雲母片を光刺激の反対側から地面に平行に半分まで差し込む。

（キ）　雲母片を地面に垂直かつ光刺激に対して垂直に差し込む。

問13　光の方向に屈曲が起こった実験を過不足なく含む組合せはどれか。

１ （ア），（ウ），（オ），（キ）
2 （ア），（ウ），（カ），（キ）
3 （ア），（イ），（ウ），（カ）
4 （イ），（ウ），（オ），（キ）
5 （イ），（ウ），（エ），（オ），（キ）
6 （イ），（ウ），（エ），（オ）
7 （イ），（ウ），（エ），（カ）
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問14　光屈性に関わる植物ホルモンはどれか。

1　エチレン　　　　　　 2　ジベレリン　　　　 3　オーキシン　　　　
4　サイトカイニン　　　 5　アブシシン酸　　　 6　フィトクロム

問15　次の文章中の空欄（ア）～（エ）にあてはまる語句の正しい組合せはどれか。

我々のからだは（　ア　）が分裂をくり返して，（　イ　）を形成し，さらに

様々な組織や器官に分化して，個体が形成されていく。

器官形成の過程では，細胞が分化するだけでなく，決まった時期に決まった 

細胞が死んで失われていく（　ウ　）された細胞死も見られる。

（　ウ　）された細胞死では多くの場合，細胞が正常な形態を維持しながら，

DNAが断片化し，周囲の細胞や器官に影響を与えることなく，縮小するなどして

死んでいく。

このような細胞死を（　エ　）という。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 受精卵 軸索 周期化 ネクローシス
2 受精卵 胚葉 プログラム化 アポトーシス
3 受精卵 胚葉 周期化 ネクローシス
4 卵子 胚葉 プログラム化 ネクローシス
5 卵子 胚葉 周期化 アポトーシス
6 卵子 軸索 プログラム化 アポトーシス
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問16　次の文章は，それぞれ減数分裂の第一分裂過程について述べたものである。ア～エ
を第一分裂の進行順に並べたものはどれか。

ア　二価染色体が赤道面に並ぶ。
イ　二価染色体が対合面で分離して両極へ移動する。
ウ　相同染色体同士が対合する。
エ　細胞質が二分される。

1　ア → イ → ウ → エ　　　 2　ア → ウ → イ → エ
3　イ → ア → ウ → エ　　　 4　イ → ウ → ア → エ
5　ウ → ア → イ → エ　　　 6　ウ → イ → ア → エ

問17　反射の中枢はおもに脊髄や延髄，中脳にあって大脳と無関係にすばやい反応が起

こる。次の反射行動の中で，延髄が中枢である組合せはどれか。

ａ　唾液分泌　　　　ｂ　せき，くしゃみ　　　ｃ　屈
くっきん

筋反射　　　

ｄ　膝
しつ

蓋
がいけん

反射　　　ｅ　姿勢保持の反射

1　（ａ，ｂ）　　　 2　（ａ，ｃ）　　　 3　（ａ，ｄ）　　　 4　（ａ，ｅ）
5　（ｂ，ｃ）　　　 6　（ｂ，ｄ）　　　 7　（ｂ，ｅ）　　　 8　（ｃ，ｄ）
9　（ｃ，ｅ）　　　10　（ｄ，ｅ）
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問18　図は気温・降水量と成立するバイオームとの関係を示したものである。図中のA

のバイオームに見られる動物はどれか。
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－10 0 10 3020
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年平均気温
（℃）

年
降
水
量

（mm）

１ オランウータン、シロアリ
2 チータ、シマウマ
3 プレーリードッグ、アメリカバイソン
4 ホンドタヌキ、ニホンザル
5 ジャコウウシ、トナカイ
6 ヒグマ
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問19，問20　図はわが国の本州中部におけるバイオームの垂直分布を模式的に示して

いる。次の設問に答えよ。

高山高原
2500m付近

1700m付近

700m付近

A

B

C

問19　図中のＡ，Ｂ，Ｃに当てはまるバイオームの正しい組合せはどれか。

A B C
１ 針葉樹林 夏緑樹林 照葉樹林
2 針葉樹林 照葉樹林 夏緑樹林
3 夏緑樹林 針葉樹林 照葉樹林
4 夏緑樹林 照葉樹林 針葉樹林
5 照葉樹林 夏緑樹林 針葉樹林
6 照葉樹林 針葉樹林 夏緑樹林

問20　誤っている記述を過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　一般に，標高が1000 m高くなると気温は 5 ～ 6℃ 低下する。　　　

ｂ　北海道では2500 mよりも高いところが森林限界となる。　　　

ｃ　本州中部の高山草原にはハイマツ，コケモモなどの低木が分布している。

1　（ａのみ） 2　（ｂのみ） 3　（ｃのみ）
4　（ａ，ｂ） 5　（ａ，ｃ） 6　（ｂ，ｃ）
7　（ａ，ｂ，ｃ） 8　（なし）
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

物　理
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

英　語
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 Ⅰ  （問１－問４）　下線部の発音がほかと異なるものを、１～ 4 のうちから一つ 
選べ。

問１

　　　１　movie 2　lose 3　woman　  4　improve

問２

　　　１　word 2　worse  3　northern　   4　worth

問３

　　　１　increase 2　occasion 3　pleasure 4　division

問４

　　　１　visited 2　needed 3　watched 4　collected    

設問は35題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から1つ選び、解答用紙に

問１～ 35の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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 Ⅱ  （問５－問８）　アクセントの位置がほかと異なるものを、１～ 4のうちから一つ 
選べ。

問５

　　　１　airplane 2　bicycle  3　corner 4　forget

問６

　　　１　balance 2　volume  3　violin 4　product 

問７

　　　１　familiar 2　register  3　hotel 4　advice

問８

　　　１　damage 2　agreeable  3　routine 4　conclude

 Ⅲ  （問９―問15）　次の問（9～ 15）の（　　）に入れるのに最も適切なものを、それ
ぞれ下の１～ 4のうちから一つずつ選べ。問13から問15はAとBに共通するもの
を選びなさい。

問９

　　　She learned （　9　） to make the cake from her mother.

１　what 2　when 3　why 4　how

問10

　　　A lady （　10　） name is Yamada wants to see you.

１　which 2　who 3　whom 4　whose
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問11

　　　 I have （　11　） the person for ten years.

１　knew 2　known 3　to know 4　to be known

問12

　　　The football player is very famous all （　12　） the world.

１　in 2　for 3　over 4　among

問13

　　　 A: First of （　13　）, please read the manual before you start the task.

　　　 B : This road is uphill （　13　） the way. 

１　everything 2　some 3　any 4　all

問14

　　　 A: He went （　14　） a trip to Europe last week. 

　　　 B : I talked with him （　14　） the phone last night.

１　to 2　on 3　for 4　at

問15

　　　 A: Last night, （　15　） of a sudden, it started raining heavily.

　　　 B : Above （　15　）, don’t be afraid to make mistakes.

１　any 2　once 3　some 4　all
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 Ⅳ  （問16―問20）　各問のAとBの文が同じ意味になるように１～４の語を並べ替
えて空所を補い、文を完成しなさい。解答は（　16　）～（　20　）に入るものの番
号を答えること。なお、選択肢の単語は文頭に該当する場合であっても、小文字で

表記している。

問16　A: どんな本に興味がありますか。

　　 　B : （　　　） kind of books （　　　） （　　　） you （　16　）?

１　interested 2　are 3　in  4　what

問17　A: ご協力をよろしくお願いいたします。

　　 　 B : Your help （　　　） （　　　） （　17　） （　　　）.

１　appreciated 2　greatly 3　be 4　would

問18　A: I can’t but love my dog.

　　 　 B : I （　　　） （　　　） （　18　） （　　　）.

１　my dog  2　can’t 3　loving  4　stop

問19　A: Due to the heavy rain, we arrived late.

　　　 B : （　　　） it rained heavily, our （　　　） （　19　） （　　　）.

１　was 2　arrival 3　delayed  4　as

問20　A: This is the best opportunity to buy a new car.

　　　 B :  This is the best opportunity （　　　） a new car （　　　） （　20　）   

（　　　）.

１　to 2　for 3　bought  4　be  
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 Ⅴ  （問21―問24）　問21と問22は（　　）に入れるのに最も適切なものを、問23と
問24は文章のまとまりをよくするために取り除いた方が良いものを、それぞれ 
１～４から選びなさい。

問21　A: There are many things I have to do today. 

　　　 B : Can I help you?

　　　 A: Thanks.

　　　 B : （　21　）? You must have been working hard.

１　What’s the matter
2　Do you want something to drink
3　You look tired, don’t you
4　Are you feeling all right

問22　A: How far is your office from your house?

　　　 B : About one hour.

　　　 A: （　22　）. I hear it sometimes takes more than two hours in Tokyo.

　　　 B : The train is also crowded.

１　It isn’t so bad
2　You are lucky
3　It must be tiring
4　It must be a problem

問23　

　 １  Typhoons start above the ocean, and move across the ocean slowly.    
2  People must be very careful when they are coming.  3  They bring 
strong winds.  4  They also bring heavy rains over land.

問24　

　 １  I have a friend who likes traveling.  2  I got a postcard from a friend who 
visited Africa.  3  It shows some animals that I’ve not seen.  4  It must be 
exciting to see them in the wild.
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 Ⅵ  （問25―問29）　次の英文の（　　）に入る最も適切なものを選びなさい。

問25　The winter is just around the corner. 

　　　 It’s getting very cold recently. But （　25　）.

１　it doesn’t matter
2　I don’t hate it
3　I do mind it
4　it doesn’t go as usual

問26　It’s been a while since I visited Disneyland last time. 

　　　 I think I （　26　） go there again soon.

１　can  2　need to  3　should  4　will be able to

問27　 I ran out of toilet paper! I’ll go and check if they have it at the drugstore, 

（　27　）. 

１　anyway 2　by the way 3　way out 4　on the way 

問28　The French food I had yesterday had a very （　28　） taste.

１　crunchy 2　crispy  3　sticky 4　rich

問29　 （　29　）, how many languages do they speak throughout the world now? 

１　Frankly speaking 
2　Generally classified 
3　Exactly classified
4　Historically speaking
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 Ⅶ  （問30―問32）　次の３つの英文を読んで各設問に答えなさい。

　　A lot of people love fast food. It tastes good. We can order and eat quickly. 

That saves time.

　　Fast food restaurants also sell toys. They are popular with children. Students 

like these restaurants, too. They meet friends there and study.

　　Be careful about eating too much fast food. It isn’t good for you. Fortunately, 

hamburgers and french fries aren’t the only menu items. Some fast food 

restaurants also sell healthy food like salad.

問30　 本文の内容に当てはまらないものを選びなさい。

１　The price is cheap to get together
2　Ordering fast food takes little time
3　Fast food tastes good
4　Some food may be unhealthy

A: Buy one donut, get one free
(The free donut must cost 150 yen or less.)
This coupon is good from: Feb.1-Feb.28

B: Buy six donuts, get one free
(The free donut must cost 150 yen or less.)
This coupon is good from: Mar.1-Mar.31

C: Buy one drink, get one free
(Buy a coffee, tea, or hot chocolate. Get a 
second drink for free. The free drink must 
cost 280 yen or less.)
This coupon is good from: Apr.1-Apr.30

D: Buy 12 donuts, get a free toy
(Each donut must cost 130 yen or more.)
This coupon is good from: May1-May31

問31　上記は、A, B, C, D,４種類のクーポンの説明である。その内容に当てはまら

ないものを選びなさい。

１　The coupons are all good for one month　　　
2　You can get a free coffee with coupon C　　　
3　Coupon B may be good for families　　　
4　Every coupon offers the free donut
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Mark:  Do you feel like a snack?

Rachel:  Sure. There is an ice cream shop near here. It’s called Silver Scoop.

Mark:  Silver Scoop is the best! But it’s closed on Mondays.

Rachel:  Hmm... Marble Top has apple pie. Oh, I hear the owner is on vacation.

Mark:  What else... Mindy’s Place and Happy Beans.

Rachel:  I like Happy Beans a lot. It’s more of a coffee shop though.

問32　 会話文の内容に当てはまらないものを選びなさい。

１　Both of them like ice cream
2　Happy Beans has a snack and coffee
3　Two shops are closed on Mondays
4　Silver Scoop is the best for ice cream

 （「Reading Links 1」, 南雲堂, 2021）

－8－－56－



 Ⅷ  （問33―問35）　次の２つの英文を読んで各設問に答えなさい。

　　I have done a lot of stupid things in my life, but what I did last week was  

［問33］ the worst.

　　I really admire one of my colleagues. He’s smart and he’s a hard worker. He 

also knows how to have a good time. When we have company parties, he always 

tells really funny jokes and says witty things. He seems to be especially nice to 

me.

　　I was sure he wanted to get closer to me, ［問34］ （　　）. I sent him an e-mail. 

I was hoping I would get a reply right away, but I didn’t. He acted like nothing 

had happened, but my boss was different. When I was alone with him in the copy 

room, he whispered, “You’re so cute,” in my ear.

問33　 the worstなことが何か、最も適切なものを選びなさい。

１　日常生活で多くの失敗をしてしまうこと

2　メールを上司に送ってしまったようであること

3　同僚にせっかちなメールを送ってしまったこと

4　同僚が自分に好意があると早とちりしてしまったこと

問34　 （　　）に入れるのに最も適切なものを選びなさい。

１　and I knew he was waiting for my mail　　　
2　but I didn’t want to call him directly　　　
3　so I decided not to wait any longer　　　
4　for I heard it from my friend

 （「英語脳をつくる音読ドリル」, アスコム, 2013）

［次ページに問題が続きます］
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　　As robot technology improves, robots are becoming an increasingly 

important part of our daily lives. Robots, of course, have many advantages over 

human beings. They work hard, never need to rest, do not complain, and do not 

need to be paid. Moreover, by performing simple tasks, they make it possible for 

workers to focus on jobs that require more skills. Yet as more robots enter the 

workplace, their creators face a new problem – how to design them so that 

human beings can get along with them.

問35　本文の内容に当てはまらないものを選びなさい。

１　ロボットはより高い技能を必要とする仕事もできる

2　全てのロボットが人間と上手く働けるわけではない

3　ロボットには少なくても5つの利点がある
4　日常生活でもロボットは重要になっている

 （「文章で覚える単熟語」, 旺文社, 2013）
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

国　語
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 一  次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 国 内 社 会 で あ れ 国 際 社 会 で あ れ 、 暴 力 よ り も 非 暴 力 を 望 ま な い 人 は い ま せ ん 。 し か し

同 時 に 私 た ち が 住 む 社 会 で は 暴 力 が ㋐ コ ン 絶 さ れ る ど こ ろ か 、 今 ま さ に 世 界 を 揺 る が す

か た ち で 生 じ 続 け て い ま す 。 こ う し た 状 況 下 で 、 ① 非 暴 力 の 現 実 性 に つ い て ど の よ う に

考 え た ら よ い で し ょ う か 。 政 治 哲 学 の 観 点 か ら 、 い ま 一 度 

　 　 ａ 　 　 に 考 え 直 し て み ま す 。

　 は じ め に 確 認 し た い こ と は 、 私 た ち に と っ て 暴 力 と 非 暴 力 の 選 択 肢 は 、 Ａ 黒 か 白 か 、

一 か ゼ ロ か 、 と い っ た 関 係 で は 必 ず し も な い と い う こ と で す 。 例 え ば 現 在 の 日 本 の よ う

な 国 内 社 会 で 、 私 た ち が ② 暴 力 に 直 面 し な い 日 々 を 送 れ る の は 、 根 底 的 に は 「 あ 正 統 な

物 理 的 ③ 暴 力 行 使 の 独 占 」 （ Ｍ ・ ウ ェ ー バ ー ） を 特 徴 と す る 国 家 の 統 治 に よ っ て 支 え ら れ

て い る か ら で す 。

　 国 際 社 会 に 目 を 向 け る と 、 事 態 は よ り 明 確 に な り ま す 。 統 治 能 力 に い 長 け た 国 家 で は 

　 　 ｂ 　 　 に 大 小 の 暴 力 が 存 在 し 、 そ れ ど こ ろ か 統 治 者 自 身 が
④ 非 暴 力 頼 み で 権 力 を 維 持

し て い る 場 合 も あ る 。 政 治 と ⑤ 暴 力 が Ｂ 切 っ て も 切 り 離 せ な い 関 係 に あ る こ と は 、 革 命

の よ う な 事 態 に お い て こ そ う 顕 在 化 し ま す が 、 実 の と こ ろ ど の よ う な 統 治 体 ㋑ セ イ に

あ っ て も 当 て は ま る こ と で す 。 

　 　 ① 　 　

　 国 家 間 で 織 り な さ れ る 国 際 関 係 に お い て は 、 事 態 は 一 層 深 刻 で す 。 統 治 の 実 効 性 は

あ っ て も 一 国 ど ま り で あ り 、 暴 力 の 独 占 が え 欠 如 し て い る 。 主 権 国 家 は 複 数 存 在 し 、 そ

れ ら を 束 ね る お 超 国 家 機 構 は い ま だ 完 全 な も の で は あ り ま せ ん 。 国 際 社 会 が 

　 　 Ⅹ 　 　 

（ ア ナ ー キ ー ） と 見 な さ れ る の も 、 こ う し た 条 件 を 反 映 し て い ま す 。 

　 　 ② 　 　

こ の 条 件 で ど の よ う に 暴 力 沙 汰 の 発 生 を 抑 え る か 。 

　 　 ｃ 　 　 に 各 国 家 は 、 安 全 保 障 を 自

力 で 守 る 道 を 選 び 続 け て い ま す 。 双 方 が 武 装 し 、 双 方 に と っ て 危 険 な 存 在 と な れ ば 、 ど

の 国 も 他 国 に 対 し て お い そ れ と 手 出 し で き な い 。 も し 力 の 不 均 衡 が 生 じ れ ば 、 均 衡 を 維

持 す る た め に 同 盟 を 結 ぶ 。 

　 　 ③ 　 　

　
Ｃ も う ひ と つ は 集 団 安 全 保 障 で す 。 複 雑 な 同 盟 が 入 り 組 ん だ 状 態 で は 、 い っ た ん 均 衡

設 問 は 30 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 30 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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が 崩 れ 、 戦 火 が 生 ま れ れ ば 、 同 盟 を 伝 っ て 瞬 く 間 に 全 体 に ㋒ ハ 及 し ま す 。 こ う し た 世 界

大 戦 の 経 験 を 経 て 、 国 際 社 会 は 国 連 を 中 心 と し て 

　 　 ｄ 　 　 に 安 全 保 障 の 枠 組 み を 構 築 し

よ う と し て き ま し た 。 た だ し 、 大 国 同 士 の 対 立 に よ る 安 保 理 の 機 能 不 全 は 

　 　 ｅ 　 　 に は

克 服 さ れ て い ま せ ん 。 

　 　 ④ 　 　

　 こ れ を も っ て 、 や は り 国 際 社 会 に お い て 暴 力 の 要 素 を 無 視 す る こ と は で き ず 、 非 暴 力

の 思 想 や 実 践 は 現 実 離 れ し て い る の だ と 見 る 向 き も あ る で し ょ う 。 ロ シ ア の 政 治 的 ・ 軍

事 的 脅 威 に 絶 え ず 晒
さ ら

さ れ 、 一 方 的 に 侵 攻 さ れ た ウ ク ラ イ ナ は 、 決 し て 遠 い 世 界 の 話 で は

な い 。 日 本 を 取 り 巻 く 東 ア ジ ア に お い て も 、 軍 事 的 緊 張 の 度 合 い が ま す ま す 高 ま っ て い

ま す 。 

　 　 ⑤ 　 　

　 　 　 Ⅰ 　 　 、 平 和 主 義 と は 非 暴 力 の 選 択 に 重 き を 置 く 考 え 方 で す 。 十 年 前 の 著 作 『 平 和

主 義 と は 何 か 』 で 私 は 、 平 和 主 義 の 類 型 と し て 絶 対 平 和 主 義 と 平 和 優 先 主 義 を 区 別 し 、

後 者 を 支 持 す る 主 張 を 行 い ま し た 。 今 で も そ の 発 想 は 変 わ っ て い ま せ ん が 、 そ の 後 の 国

際 情 勢 の 変 化 も 交 え な が ら 、 「 平 和 を 優 先 す る 」 と い う こ と の 意 図 す る と こ ろ を Ｄ 敷 衍

し て み た い と 思 い ま す 。

　 先 述 し た よ う に 、 非 暴 力 と い っ て も 、 暴 力 に 対 し て 一 か ゼ ロ か の 関 係 で は な く 、 幅 を

も っ た 主 張 で す 。 戦 争 の 放 棄 ・ 戦 力 の 不 保 持 を 原 則 的 に 掲 げ る こ と は そ の ひ と つ の あ り

方 で す が 、 事 実 上 の 戦 力 を 保 持 し つ つ 、 そ の 水 準 を 抑 え 、 行 使 要 件 を 厳 格 化 し 、 平 和 外

交 を 旨 と す る 実 際 的 な あ り 方 も あ る 。

　 具 体 的 に 、 日 本 政 府 が 掲 げ る 武 力 の 行 使 の 三 要 件 に あ る 「 他 に 適 当 な 手 段 が な い 」 と

い う 条 件 に 注 目 し て み ま し ょ う 。 

　 　 Ⅱ 　 　 自 衛 権 の 発 動 は 、 国 連 憲 章 に 規 定 さ れ た 国 家 

㋓ コ 有 の 権 利 で す 。 

　 　 Ⅲ 　 　 、 国 際 紛 争 の 解 決 手 段 と し て 、 武 力 行 使 は 外 交 交 渉 や 経 済

制 裁 な ど の 非 軍 事 手 段 が 通 用 し な い 場 合 の や む を え な い 最 終 手 段 で あ る べ き だ と い う の

が 、 日 本 の み な ら ず 、 国 際 社 会 の 一 致 し た 規 範 で す 。

　 　 　 Ⅳ 　 　 、 本 当 に 武 力 行 使 以 外 に 方 法 が な か っ た か を 挙 証 す る 責 任 は 重 い も の で す 。

平 和 に 対 す る 脅 威 は 天 災 の よ う に 突 然 降 り か か る わ け で は な く 、 挑 発 が 挑 発 を 呼 び 、 対

抗 措 置 が 対 抗 措 置 を 生 む エ ス カ レ ー シ ョ ン の 果 て に 現 実 化 し ま す 。 そ れ を 抑 制 す る 機 会

や 手 が か り は 「 最 終 」 に 至 る ま で 何 か し ら 存 在 し 、 そ の 一 つ ひ と つ を フ ル 活 用 し て 武 力

行 使 を 先 送 り す る こ と を 、 先 の 条 件 は 求 め て い ま す 。

　 　 　 Ⅴ 　 　 、 ど こ に 最 終 ラ イ ン を 引 く か は 一 定 で は あ り ま せ ん 。 最 終 手 段 は あ く ま で も

「 手 段 」 で あ っ て 、 目 指 さ れ る 目 的 に 相 関 し て 決 ま り ま す 。 日 本 国 憲 法 が 掲 げ る 「 わ れ

ら の 安 全 と 生 存 」 と は 、 一 体 何 を 指 し て い る の で し ょ う か 。 生 命 も 財 産 も 、 主 権 も 領 土
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も 、 健 康 も 名 誉 も 、 保 持 す べ き 何 か で し ょ う 。 と は い え 、 す べ て を い ち ど き に 守 る こ と が

困 難 な な か で は 、 そ の あ い だ で 優 先 順 位 を つ け る こ と が 避 け ら れ ま せ ん 。 私 た ち は 何 を

大 事 に し 、 そ の た め に ど の よ う な 犠 牲 を 覚 悟 す べ き で し ょ う か 。 こ の 目 標 に 何 を 据 え る か

は 、 ま さ に 政 治 と 国 民 の 判 断 で す 。

　 ロ シ ア の 一 方 的 な 侵 攻 か ら 始 ま っ た ウ ク ラ イ ナ 戦 争 で は 、 開 戦 か ら 一 年 以 上 を 経 て 、

い つ ど の よ う に 停 戦 を 迎 え る か が 焦 点 の ひ と つ に な っ て い ま す 。 武 力 行 使 が や む を え な

い 最 終 手 段 で あ る な ら ば 、 そ の 停 止 が つ ね に 最 初 の 考 慮 事 項 と な る は ず で す 。 も ち ろ ん 決

断 は 交 戦 国 自 身 に 委 ね ら れ ま す が 、 戦 火 を 交 え る 両 国 間 で 交 渉 の 可 能 性 を 開 い て お く た

め に 、 国 際 社 会 の 関 与 は 欠 か せ ま せ ん 。

　 翻 っ て 日 本 で は 、 同 戦 争 以 降 、 敵 基 地 攻 撃 能 力 あ る い は 反 撃 能 力 の 保 有 、 防 衛 費 の 大

幅 増 額 な ど を 盛 り 込 む い わ ゆ る 安 保 三 文 書 が 、 国 会 閉 会 中 の 二 〇 二 二 年 末 に 閣 議 決 定 さ

れ ま し た 。 し か し 先 述 の 三 要 件 に 倣 っ て 言 う な ら 、 そ こ で は 本 当 に 「 他 に 適 当 な 手 段 が な

い 」 の で し ょ う か 。 安 保 法 制 論 議 以 来 の 大 き な 変 化 が 生 じ て い ま す が 、 当 時 と 比 べ て も

国 民 的 議 論 が 伴 っ て い な い よ う に 思 わ れ る こ と が 気 が か り で す 。

　 軍 事 的 緊 張 が 高 ま り 、 現 に 戦 争 が 起 き て い る 状 況 下 で 、 非 暴 力 が 現 実 的 か 否 か を 問 う

こ と は 容 易 で は あ り ま せ ん 。 に も か か わ ら ず 、 人 類 は 長 い 歴 史 の な か で 、 暴 力 へ の 衝 動

や 依 存 を 徐 々 に 克 服 し て き ま し た 。 短 期 的 な 目 線 と 長 期 的 な 視 座 か ら 、 国 際 社 会 の 「 現

実 」 を ㋔ フ ク 眼 的 に 捉 え る こ と が 必 要 で す 。

　 昨 今 の 国 際 情 勢 が 示 す よ う に 、 歴 史 は 一 定 の 振 幅 の な か に あ り ま す 。 戦 争 を 廃 絶 す る

人 類 長 年 の 理 想 が 現 世 代 中 に 叶
か な

う と 考 え る の は 早 計 で し ょ う 。 そ れ と 同 時 に 、 現 実 に 追

従 す る か 、 あ る い は そ れ を 改 め る か の 選 択 も 、 歴 史 の 先 端 に い る 現 世 代 に か か っ て い る

の だ と い う こ と も 忘 れ る べ き で は な い で し ょ う 。

 （ 松 元 雅 和 『 東 京 新 聞 』 ）
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問 １ 〜 問 ５　 傍 線 部 ㋐ 〜 ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ 〜 ４ の う

ち か ら 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １　 ㋐ コ ン 絶　  　 　 １ 　 コ ン 拠 の な い 説　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ２ 　 コ ン 切 丁 寧 な 説 明　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 生 活 が コ ン 窮 す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 政 局 が コ ン 迷 す る

問 ２　 ㋑ 体 セ イ　  　 　 １ 　 セ イ 廉 潔 白 の 身　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ２ 　 誤 字 を 訂 セ イ す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 セ イ 服 を 着 た 警 官　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 い い 姿 セ イ を 保 つ

問 ３　 ㋒ ハ 及　 　  　 　 １ 　 防 ハ 堤 の 補 強 工 事　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ２ 　 全 体 を ハ 握 す る　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ３ 　 ハ 格 の 安 値 で 買 う　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ４ 　 ハ 遣 社 員 と な る

問 ４　 ㋓ コ 有　  　 　 １ 　 コ 性 を 尊 重 す る　 　 　

    　 　 ２ 　 堅 ゴ な 建 物　 　 　

    　 　 ３ 　 迷 惑 を コ 慮 し な い　 　 　

    　 　 ４ 　 役 所 の コ 員

問 ５　 ㋔ フ ク 眼 的 　 　 １ 　 フ ク 水 盆 に 返 ら ず　 　 　

    　 　 ２ 　 判 定 に フ ク 従 す る　 　 　

　 　   　 　 ３ 　 予 習 と フ ク 習　 　 　

　 　 　   　 　 ４ 　 名 画 の フ ク 製 を 買 う

問 ６　 傍 線 部 １ 〜 5 の 語 の う ち 一 つ だ け 故 意 に （ わ ざ と ） 逆 の 意 味 の 語 に 書 き 換 え た と

こ ろ が あ る 。 そ れ を 、 選 び な さ い 。
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問 ７　 空 欄 

　 　 ａ 　 　 〜 　 　 ｅ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ 〜 5

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 ａ 　 原 理 的　   　 ｂ　 日 常 的　   　 ｃ 　 伝 統 的　   　 ｄ　 集 団 的　   　 ｅ 　 根 本 的

２ 　 ａ 　 日 常 的　   　 ｂ　 原 理 的　   　 ｃ 　 集 団 的　   　 ｄ　 根 本 的　   　 ｅ 　 伝 統 的

３ 　 ａ 　 伝 統 的　   　 ｂ　 集 団 的　   　 ｃ 　 根 本 的　   　 ｄ　 日 常 的　   　 ｅ 　 原 理 的

４ 　 ａ 　 集 団 的　   　 ｂ　 伝 統 的　   　 ｃ 　 根 本 的　   　 ｄ　 原 理 的　   　 ｅ 　 日 常 的

５ 　 ａ 　 根 本 的　   　 ｂ　 日 常 的　   　 ｃ 　 集 団 的　   　 ｄ　 伝 統 的　   　 ｅ 　 原 理 的

問 ８　 傍 線 部 Ａ に 一 番 近 い 意 味 の 四 字 熟 語 を 、 次 の １ 〜 5 の う ち か ら 、 一 つ 選 び な 

さ い 。

１ 　 一 挙 両 得

２ 　 同 工 異 曲

３ 　 一 長 一 短

４ 　 一 石 二 鳥

５ 　 二 者 択 一

問 ９　 傍 線 部 Ｂ に 一 番 近 い 意 味 の 四 字 熟 語 を 、 次 の １ 〜 5 の う ち か ら 、 一 つ 選 び な 

さ い 。

１ 　 不 即 不 離

２ 　 相 思 相 愛

３ 　 三 位 一 体

４ 　 終 始 一 貫

５ 　 表 裏 一 体

問 10 　 傍 線 部 あ 〜 お の 語 句 の う ち 一 つ だ け 故 意 に （ わ ざ と ） 間 違 え た 語 句 に 書 き 換 え た

た め に 意 味 が お か し く な っ た と こ ろ が あ る 。 そ れ を 、 選 び な さ い 。 あ は １ 　 い は ２

う は ３ 　 え は ４ 　 お は ５ と し ま す 。
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問 11 　 空 欄 

　 　 Ｘ 　 　 に は 後 の （ ア ナ ー キ ー ） に 相 当 す る 日 本 語 が 入 っ て い た 。 そ れ を 、

次 の １ 〜 5 の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 混 沌 政 治

２ 　 支 離 滅 裂

３ 　 無 頼 集 団

４ 　 無 政 府 状 態

５ 　 世 紀 末 世 界

問 12 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の 

　 　 ① 　 　 〜 　 　 ⑤ 　 　 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

こ う し た 両 す く み 状 態 を 、 国 際 社 会 は 平 和 と 見 な し て き ま し た 。

問 13 　 傍 線 部 Ｃ 「 も う ひ と つ は 集 団 安 全 保 障 で す 」 と あ る が 、 筆 者 が こ れ よ り 先 に 挙 げ

て い る 「 ひ と つ 目 」 は ど の よ う な こ と か 。 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 5 の う ち か

ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 世 界 的 な 安 全 保 障 を 構 築 す る こ と

２ 　 他 国 と の 武 力 的 不 均 衡 を 維 持 す る こ と

３ 　 一 国 だ け が 暴 力 を 独 占 し て い る こ と

４ 　 安 全 保 障 を 自 国 の 力 で 守 る こ と

５ 　 双 方 が 武 力 で 互 い に 戦 い 続 け る こ と
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問 14 　 空 欄 

　 　 Ⅰ 　 　 〜 　 　 Ⅴ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ 〜 5

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 Ⅰ　 確 か に　 　 　 　 　 　 Ⅱ　 さ て　 　 　 　 　 　 　 Ⅲ　 に も か か わ ら ず　

　 　 Ⅳ　 加 え て　 　 　 　 　 　 Ⅴ　 と は い え

２ 　 Ⅰ　 に も か か わ ら ず　 　 Ⅱ　 と は い え　 　 　 　 　 Ⅲ　 加 え て　 　 　 　 　

　 　 Ⅳ　 確 か に　 　 　 　 　 　 Ⅴ　 さ て

３ 　 Ⅰ　 さ て　 　 　 　 　 　 　 Ⅱ　 確 か に　 　 　 　 　 　 Ⅲ　 に も か か わ ら ず　

　 　 Ⅳ　 と は い え　 　 　 　 　 Ⅴ　 加 え て

４ 　 Ⅰ　 と は い え　 　 　 　 　 Ⅱ　 に も か か わ ら ず　 　 Ⅲ　 確 か に　 　 　 　 　

　 　 Ⅳ　 加 え て　 　 　 　 　 　 Ⅴ　 さ て

５ 　 Ⅰ　 加 え て　 　 　 　 　 　 Ⅱ　 さ て　 　 　 　 　 　 　 Ⅲ　 と は い え　 　 　 　

　 　 Ⅳ　 に も か か わ ら ず　 　 Ⅴ　 確 か に

問 15 　 傍 線 部 Ｄ 「 敷
ふ え ん

衍 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ 〜 5 の う ち か ら 、 一 つ

選 び な さ い 。

１ 　 結 論 を 先 に 引 き 延 ば す こ と

２ 　 分 か り 易 く 説 明 す る こ と

３ 　 具 体 例 を 抽 象 化 す る こ と

４ 　 一 般 的 な 具 体 例 を 挙 げ る こ と

５ 　 専 門 的 な 内 容 に 発 展 す る こ と

問 16 　 本 文 の 内 容 に 最 も 合 う も の を 、 次 の １ 〜 5 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 国 際 社 会 よ り 国 内 社 会 の 方 が 、 暴 力 よ り も 非 暴 力 を 望 む 人 が 多 い 傾 向 が あ る 。

２ 　 武 力 行 使 は や む を え な い 最 終 的 な 手 段 で あ る と い う 考 え は 、 今 や 普 遍 的 で は な い 。

３ 　 世 界 平 和 が 永 遠 に 実 現 し な い 空 論 で あ っ て も 、 万 難 を 排 し 実 現 さ せ る べ き で あ る 。

４ 　 世 界 中 か ら 戦 争 を な く す こ と は 困 難 だ が 、 現 世 代 中 に 実 現 で き る 可 能 性 は あ る 。

５ 　 絶 対 平 和 主 義 よ り も 平 和 優 先 主 義 を 支 持 す る 方 が 、 現 実 味 の あ る 主 張 で あ ろ う 。
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 二  次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　 　 Ⅰ 　 　

　 近 年 、 社 会 シ ス テ ム 全 体 と し て 「 人 間 性 」 へ の 回 帰 が は じ ま っ て い ま す 。 よ り わ か り

や す く 言 う な ら ば 、 人 び と が 「 お 金 」 で 働 く 時 代 が 終 わ り 、 よ り 高 次 の 欲 求 で あ る 「 幸

せ 」 に 向 か い は じ め て い る の で す 。

　 そ う し た 流 れ が 生 ま れ た 理 由 は 複 合 的 で す が 、 も っ と も 大 き い 要 因 の 一 つ が ソ ー シ ャ

ル シ フ ト で し ょ う 。 Ｓ Ｎ Ｓ な ど の ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア の 「 

　 　 Ｘ 　 　 」 は 各 種 メ デ ィ ア で

指 摘 さ れ て い る と お り で す が 、 私 は そ れ だ け で は な く 、 人 と 人 と の つ な が り を 取 り 戻 す

き っ か け と し て も 見 て い ま す 。 Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 し た こ と で 、 会 話 や 人 間 関 係 が 広 が っ た と

い う 感 覚 を 得 た 人 も 少 な く な い の で は な い で し ょ う か 。

　 ま た 、 私 は ソ ー シ ャ ル シ フ ト に よ っ て 生 活 者 が 力 を も つ よ う に な っ て き た と 感 じ て い

ま す 。 そ れ ま で 企 業 は マ ス メ デ ィ ア と 同 じ く 、 消 費 者 に 対 し て 一 方 通 行 に 発 信 す る だ け

で し た が 、 い ま は 何 か 問 題 が あ れ ば す ぐ に Ｓ Ｎ Ｓ 上 で 騒 ぎ に な る の で 、 昔 の よ う に 自 分

勝 手 に 振 る 舞 う こ と は で き な く な っ て い る 。 人 び と は い ま 企 業 に 「 誠 実 さ 」 を 求 め て い

ま す か ら 、 環 境 や 社 会 と し っ か り 融 合 し 、 持 続 的 に 人 類 の 繁 栄 に 貢 献 で き る 存 在 を め ざ

さ な け れ ば い け な い の で す 。

　 以 上 の 点 に ① 鑑 み れ ば 、 企 業 あ る い は 組 織 は 、 時 代 の 流 れ に 合 わ せ て 変 わ ら な け れ ば

い け ま せ ん 。 と こ ろ が 日 本 を 見 渡 す と 、 そ の 必 要 性 は わ か っ て い る の に 、 な か な か 変 わ る

こ と が で き な い 「 

　 　 ａ 　 　 」 が 少 な く な い よ う に 思 え ま す 。 し か し 、 私 は ど ん な 組 織 で

も 変 わ る こ と が で き る と 考 え て い ま す し 、 も し も 諦 め て い る 人 が い る の で あ れ ば 、 そ の 背

中 を 押 し て あ げ た い 。

　 そ ん な 願 い も あ り 、 二 〇 一 一 年 に 『 ソ ー シ ャ ル シ フ ト 』 、 二 〇 二 一 年 に 『 だ か ら 僕 た

ち は 、 組 織 を 変 え て い け る 』 以 下 『 だ か ぼ く 』 を Ａ 上 梓 し ま し た 。 ど ち ら の 本 で も 伝 え

た か っ た 内 容 は 「 

　 　 ｂ 　 　 」 と い う 点 で 基 本 的 に 同 じ で し た が 、 じ つ は 十 年 の あ い だ

で 、 読 者 の 反 応 は 大 き く 変 わ り ま し た 。 以 前 は 「 言 っ て い る こ と は よ く わ か り ま す が 難

し い で す 、 現 実 は そ う 簡 単 で は な い で す よ 」 と い う 声 が 多 か っ た の で す が 、 『 だ か ぼ く 』

で は 「 組 織 を 変 え な い と 、 本 当 に ま ず い で す ね 」 な ど と 反 応 し て く れ た の で す 。

　 変 化 の 理 由 を 考 え る と 、 一 つ は 『 だ か ぼ く 』 で は 『 ソ ー シ ャ ル シ フ ト 』 よ り も 具 体 的

な 「 組 織 の 変 え 方 」 を 提 示 し た か ら か も し れ ま せ ん 。 た だ そ れ 以 上 に 要 因 と し て 感 じ る

の は 、 コ ロ ナ 禍 や Ｃ ｈ ａ ｔ Ｇ Ｐ Ｔ の 登 場 な ど 社 会 の 急 激 な 変 化 で す 。 い ま の 世 の 中 は 指 数
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関 数 的 な 変 化 が 生 じ て い て 、 デ ジ タ ル シ フ ト し た Ｙ 世 代 や ソ ー シ ャ ル シ フ ト し た Ｚ 世 代

は そ れ を 敏 感 に 感 じ と っ て い る 。 だ か ら こ そ 、 組 織 と は 時 代 と と も に 変 化 し て い く の が

当 た り 前 だ と い う 感 覚 が 強 い の だ と 思 い ま す 。

　 　 Ⅱ 　 　

　 か つ て 人 類 は 産 業 革 命 を 興 し て 「 工 業 社 会 」 と 到 来 さ せ ま し た 。 そ れ に 対 し て 、 二 十

世 紀 後 半 以 降 の 情 報 革 命 が 生 み 出 し た の が 「 

　 　 ｃ 　 　 」 で す 。 私 た ち は い ま 、 価 値 を 生

む 源 泉 が 従 来 の 効 率 性 か ら 創 造 性 に シ フ ト し 、 機 械 で は な く 人 間 が ビ ジ ネ ス の 主 役 と

な っ た 社 会 を 生 き て い ま す 。

　 知 識 社 会 で め ざ し た い 組 織 モ デ ル は 、 大 き く 次 の 三 つ に 分 け ら れ ま す 。 す な わ ち 、 ①

環 境 か ら 学 び 続 け る 「 学 習 す る 組 織 」 、 ② 社 会 と の つ な が り を 大 切 に す る 「 共 感 す る 組

織 」 、 ③ メ ン バ ー み ず か ら が 考 え 、 共 創 す る 「 自 走 す る 組 織 」 で す 。

　 本 稿 で は 、 こ の 三 つ の タ イ プ の 組 織 に つ い て 一 つ ず つ 説 明 し て い き ま す 。 ま ず 、 ① 環 境

か ら 学 び 続 け る 「 学 習 す る 組 織 」 で す が 、 思 い 浮 か べ て ほ し い 具 体 的 な シ ー ン が 、 自 社

が 提 供 す る サ ー ビ ス に 対 し て 、 顧 客 か ら 要 望 が 入 っ た 場 面 で す 。

　 こ の と き 、 古 い 経 営 モ デ ル の 企 業 で あ れ ば 、 そ の 多 く が 、 顧 客 の 意 見 が も っ と も だ と

思 っ て い て も 、 自 分 た ち の 目 の 前 の 都 合 を 優 先 し て 十 分 に は 対 応 で き な い の で は な い で

し ょ う か 。

　 た と え ば 、 自 分 た ち の 課 は 計 画 未 達 の た め 、 い ま は 新 規 事 業 開 拓 に 意 識 が 向 い て い る 。

そ の 顧 客 の 要 望 は 他 部 門 の ② 管 轄 と 重 な る 内 容 の た め 、 ③ 稟 議 書 を 回 す の に も 手 間 が か

か っ て し ま う ― 。 そ う し た 理 由 で 要 望 を 先 延 ば し に し た な ら ば 、 放 置 さ れ た と 思 っ た 顧

客 が 立 腹 す る こ と も 珍 し く な い で し ょ う 。

　 そ こ で 、 何 か 問 題 が 生 じ た と き 、 そ れ を 「 

　 　 ｄ 　 　 」 だ と 捉 え た ら ど う で し ょ う か 。

顧 客 か ら 要 望 を 受 け た な ら ば 、 自 社 の 課 題 を 解 決 す る チ ャ ン ス だ と 認 識 す る の で す 。

　 た と え ば 、 関 係 す る 他 部 門 が あ れ ば 直 ち に 情 報 を 共 有 し て 、 応 急 措 置 と 改 善 ア ク シ ョ

ン を 着 実 に 検 討 し て い く 。 も し そ ん な 姿 勢 を 見 た な ら ば 、 顧 客 は む し ろ 高 く 評 価 す る で

し ょ う 。

　 ま た 、 「 学 習 の 機 会 」 を 全 体 に 最 適 化 す る た め 、 社 内 に 知 識 共 有 の た め の プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム を つ く り 、 社 員 で あ れ ば 誰 で も オ ー プ ン に ア ク セ ス で き る よ う に す る の も 効 果

的 で す 。 こ の よ う に 、 誰 も が み ず か ら 学 習 す る 仕 掛 け が あ る 企 業 は 、 お の ず と 顧 客 の 声 を
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サ ー ビ ス や 組 織 の 改 善 に 生 か し て い き ま す 。 そ れ は 結 果 と し て 、 顧 客 満 足 度 の 上 昇 や 企

業 と し て の 成 果 へ と 結 び つ き ま す し 、 社 員 満 足 度 の 向 上 に も つ な が り ま す 。

　 　 Ⅲ 　 　

　 こ こ ま で 申 し 上 げ た 「 
　 　 ｅ 　 　 」 に 求 め ら れ る の は 、 計 画 の
④ 完 遂 よ り も 環 境 の 変

化 へ の 対 応 を 重 視 し た 経 営 で す 。 企 業 で は 計 画 を 絶 対 的 に 死 守 す べ き だ と 語 ら れ が ち で

す が 、 そ れ よ り も 「 絶 え 間 な い 環 境 変 化 を 知 覚 し て 学 習 す る た め の ア ン テ ナ 」 で あ る こ

と を 意 識 す る べ き で す 。 と は い え 、 こ の 発 想 を ト ッ プ ダ ウ ン で 導 入 す る だ け で は 、 ま ず ほ

と ん ど 機 能 し な い で し ょ う 。 重 要 な こ と は 、 古 い パ ラ ダ イ ム に 慣 れ き っ た メ ン バ ー が 、

み ず か ら 「 学 習 し な い と い け な い 」 と い う 思 考 に 切 り 替 わ る こ と で す 。

　 そ れ で は な ぜ 、 計 画 の 完 遂 を 措 い て ま で 、 学 習 を 優 先 す る べ き な の で し ょ う か 。 た し

か に 過 去 の 日 本 で は 、 計 画 に 向 か っ て ひ た す ら 働 く こ と が 評 価 さ れ た 時 代 が あ り ま し

た 。
（ 注 １ ）
ア ウ ト バ ウ ン ド 営 業 の 代 表 例 で あ る テ レ ア ポ は 、 一 人 が 一 日 に 電 話 を か け 続 け

る こ と が 高 い 営 業 効 率 を 生 み 出 し て い た こ と は よ く 知 ら れ て い ま す 。 し か し ソ ー シ ャ ル

メ デ ィ ア が 普 及 し た い ま 、 そ ん な 手 法 は 通 用 し ま せ ん 。 な ぜ な ら ば 、 ユ ー ザ が 以 前 よ り も

は る か に 多 い 情 報 を も ち 、 ま た 学 ぶ よ う に な っ た こ と で 、 営 業 機 会 が 多 い か ら と い っ て

成 果 に 結 び つ く と は 限 ら な い か ら で す 。 つ ま り は 仕 事 が 複 雑 に な っ た わ け で 、 こ れ に 対 応

す る に は 個 人 の 力 で は 限 界 が あ り ま す 。 チ ー ム で 知 恵 や 情 報 を 共 有 し て 仕 事 を し な け れ

ば 、 目 の 前 の 問 題 を 解 決 で き ま せ ん 。

　 大 前 提 と し て 、 ど ん な 組 織 も 何 ら か の 社 会 的 価 値 を 生 む た め に 存 在 し て い ま す 。 だ か ら

と い っ て 、 従 業 員 に 対 し て 「 社 会 的 価 値 を 生 む た め に 必 ず 数 字 を あ げ ろ 」 と の み 指 示 す

る こ と は 、 我 慢 し て 仕 事 を さ せ る こ と と 同 義 で す 。 確 か に 一 時 的 に 成 果 は あ が る か も し

れ ま せ ん が 、 そ の よ う な 外 発 的 動 機 付 け の や り 方 で は 持 続 性 は あ り ま せ ん 。

　 ま た 、 誤 解 し て ほ し く な い の は 、 「 学 習 す る 組 織 」 も 結 果 を 求 め て い な い わ け で は な

い 、 と い う こ と で す 。 先 ほ ど も 申 し 上 げ た よ う に 、 社 会 が と て も 複 雑 に な っ た い ま 、 学

習 し 続 け な け れ ば 価 値 は 創 造 で き ま せ ん 。 す な わ ち 、 成 果 を 生 む た め に 組 織 と し て 学 習

を 優 先 す る べ き な の で す 。

　 　 Ⅳ 　 　
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　 続 い て 、 こ れ か ら め ざ す べ き 組 織 の う ち 、 ② 社 会 と の つ な が り を 大 切 に す る 「 共 感 す

る 組 織 」 に つ い て 説 明 し ま し ょ う 。 こ こ で 想 定 し て ほ し い 場 面 は 、 自 社 サ ー ビ ス に 対 す

る ク レ ー ム が Ｓ Ｎ Ｓ に 投 稿 さ れ て 、 す で に 拡 散 し て 「 炎 上 」 し て し ま っ た 状 況 で す 。

　 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア が 登 場 し て 以 来 、 多 く の 企 業 は Ｓ Ｎ Ｓ 上 で 生 活 者 と 対 話 す る こ と

な く 、 む し ろ 警 戒 し て 監 視 し よ う と し て き ま し た 。 そ ん な 企 業 は 炎 上 を 前 に 騒 然 と す る ば

か り で 、 丸 一 日 以 上 も 放 置 し た あ と に 社 と し て の 公 式 見 解 を リ リ ー ス し ま す 。 し か し 、 そ

の 文 面 は 曖 昧 か つ 人 間 性 が 感 じ ら れ な い 内 容 で 、 人 び と の 反 感 を さ ら に 買 っ て し ま う 。

顧 客 に 貢 献 す る 意 識 や 、 率 直 で 人 間 的 な 風 土 が 欠 け て い た の で す 。

　 で は 、 「 共 感 す る 組 織 」 は ど う で し ょ う か 。 何 よ り も 優 先 す る こ と は 、 顧 客 や 社 会 と

の 「 共 感 や 信 頼 」 で す 。 炎 上 し た ク レ ー ム 投 稿 に 対 し て も 、 権 限 を も つ 担 当 者 が Ｓ Ｎ Ｓ

上 で オ ー プ ン に 対 話 し は じ め ま す 。 企 業 の ミ ッ シ ョ ン に 従 っ て 、 担 当 者 が Ｂ ⃞ 機 応 変 に

対 応 で き る 権 限 が 譲 渡 さ れ て い る か ら 可 能 な こ と で 、 担 当 者 は ユ ー ザ に ま ず は 謝 意 を 示

し 、 応 急 対 応 と 今 後 の 改 善 策 に つ い て で き る か ぎ り の コ メ ン ト を し ま し た 。 こ の よ う な

一 人 の 人 間 と し て の 対 話 は 、 ク レ ー ム を 入 れ て き た 相 手 を 安 心 さ せ る ど こ ろ か 、 次 第 に

企 業 側 に 共 感 す る 投 稿 が 広 ま る こ と さ え あ り ま す 。

　 以 上 か ら わ か る こ と は 、 ユ ー ザ を 警 戒 ・ 監 視 す る や り 方 に は 限 界 が あ る 、 と い う こ と で

す 。 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア の 力 は 強 く 、 企 業 に 統 制 で き る 力 な ど あ り ま せ ん 。 そ こ で 重 要

に な る の は 、 と に か く 「 誠 実 」 で あ る こ と 。 都 合 の い い 理 屈 だ け ピ ッ ク ア ッ プ し て 取 り

繕 っ て も 二 次 炎 上 の リ ス ク が あ り 、 そ れ よ り も む し ろ 考 え と 発 言 、 行 動 に 一 貫 性 を も つ

こ と が 重 要 で す 。 企 業 の 理 念 や ミ ッ シ ョ ン と 、 経 営 者 か ら 広 報 担 当 者 ま で 、 社 員 一 人 ひ

と り の 発 言 内 容 が 一 致 し な け れ ば い け ま せ ん 。 も は や 誤 魔 化 す こ と は 不 可 能 な 時 代 な の

で す 。

　 さ ら に い う な ら ば 、 何 ご と に も リ ス ク ゼ ロ を 求 め る 思 考 は 組 織 内 に ⑤ 閉 塞 感 を も た ら

し 、 働 く 人 び と に 「 率 直 で 人 間 的 な 会 話 は 難 し い 」 と 感 じ さ せ ま す 。 し か し 、 仕 事 に お

い て 率 直 な 会 話 は 非 常 に 大 事 で す 。 ビ ジ ネ ス 特 有 の 仮 面 を 外 し て 、 個 々 の メ ン バ ー の も

つ 人 間 性 を 飾 ら ず に そ の ま ま 出 す こ と が 「 誠 実 さ 」 に つ な が り 、 ひ い て は 社 員 ・ 顧 客 ・ 社

会 の あ い だ を 結 ぶ 信 頼 関 係 の 礎 に な る 。

　 と に か く 、 社 内 外 を 問 わ ず 対 話 で 意 識 す る べ き は 、 相 手 を コ ン ト ロ ー ル し よ う と し な

い こ と で す 。 も し か し た ら 、 こ れ ま で 多 く の 人 が 、 自 分 が 正 し い と 思 う 方 向 に 人 を 導 く よ

う に 対 話 し て き た か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 そ れ で は 人 は 簡 単 に 動 か な い し 、 か え っ て 反

感 が 募 り か ね な い 。 相 手 を コ ン ト ロ ー ル す る 意 識 を 手 放 し て 、 自 分 の 意 見 を 明 ら か に し
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た う え で 、 相 手 の 話 を し っ か り 傾 聴 す る 。 こ れ が 共 感 を 育 む 第 一 歩 で す 。

　 　 Ⅴ 　 　

　 最 後 に 紹 介 し た い の が 、 ③ メ ン バ ー み ず か ら が 考 え 、 共 創 す る 「 自 走 す る 組 織 」 で

す 。 私 が 考 え る 「 自 走 す る 組 織 」 と は 、 一 人 ひ と り が み ず か ら 考 え 、 他 の 社 員 と 緊 密 に

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら 価 値 を 生 む 組 織 で す 。 じ つ は 、 新 し く め ざ す べ き 組 織

モ デ ル の 中 核 で あ る と と も に 、 「 学 習 す る 組 織 」 や 「 共 感 す る 組 織 」 よ り も 格 段 に 難 易

度 が 高 い 。 な ぜ な ら ば 、 学 習 し て 成 長 し 続 け る こ と や 人 と 共 感 し あ う こ と は 、 比 較 的 す

ぐ に 効 果 や 価 値 を 感 じ や す い 一 方 で 、 「 自 走 す る 組 織 」 は 一 部 の 人 が 自 走 す る だ け で は

チ ー ム 内 の 二 極 化 を 進 め る だ け だ か ら で す 。 し か も 、 自 走 し な い 人 が 抱 え る 要 因 は 多 様

で 、 彼 ら の 心 情 を 理 解 す る た め に は 丁 寧 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必 要 と な る 。 簡 単 な こ

と で は あ り ま せ ん が 、 そ れ で も 私 は 、 こ の 「 自 走 す る 組 織 」 に な れ る か ど う か が 、 組 織 の

盛 衰 を 分 け る 分 岐 点 だ と 考 え て い ま す 。

　 こ こ で 例 に 挙 げ る の は 、 コ ロ ナ 禍 で 進 ん だ リ モ ー ト ワ ー ク で す 。 「 自 走 す る 組 織 」 に 似

て 非 な る も の が 「 自 由 放 任 の 組 織 」 で 、 リ モ ー ト ワ ー ク で は 管 理 者 の 目 が 届 か な く な り

ま す か ら 、 サ ボ り が ち な メ ン バ ー が 出 て も 不 思 議 は な い で し ょ う 。 ト ラ ブ ル 対 応 な ど で も

部 門 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 り づ ら く 、 個 人 差 が 大 き く 出 て し ま い 顧 客 が 不 満 を 感

じ る ケ ー ス が 増 え か ね ま せ ん 。

　 で は 、 「 自 走 す る 組 織 」 は ど う か 。 会 社 が 社 員 を 信 頼 し て 、 社 員 も 会 社 を 信 頼 す る こ

と で 、 心 の つ な が り を 感 じ て い ま す 。 た と え オ ン ラ イ ン が 中 心 で も 緊 密 に コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を と り 、 他 部 門 と の 会 話 に も オ ー プ ン に ア ク セ ス で き る 仕 組 み を 整 え て 自 由 な 交

流 を 促 し ま す 。 で す か ら ト ラ ブ ル が 起 き て も 、 面 識 の な い 部 門 間 で も 協 力 し あ う こ と で

問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 そ の プ ロ セ ス も オ ー プ ン で 、 関 係 者 は い つ で も 閲 覧 で き

る よ う に な っ て い ま す 。　 〈 中 略 〉

　 リ ー ダ ー シ ッ プ と は 本 来 、 自 然 発 生 的 に 生 じ る べ き も の で す 。 会 社 で は 「 こ の 人 を 中

心 に し て 仕 事 を し ま し ょ う 」 と い う ポ ジ シ ョ ン パ ワ ー が 付 与 さ れ ま す が 、 プ ロ ジ ェ ク ト

の 内 容 や 性 質 に よ っ て 求 め ら れ る も の は 変 わ る は ず で 、 な ら ば そ の 内 容 に お い て 適 切 な

人 が リ ー ダ ー と な り 、 ほ か の 人 は フ ォ ロ ワ ー と な る べ き で は な い で し ょ う か 。

　 一 方 で 、 会 議 の
（ 注 ２ ）
フ ァ シ リ テ ー タ ー の よ う な 単 純 な 仕 事 は 、 立 場 や 年 齢 に 関 係 な く

順 番 に 回 す の が 望 ま し い で し ょ う 。 会 議 の リ ー ダ ー が 固 定 さ れ る と 、 そ れ 以 外 の 人 は 受
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け 身 に な る し 、 誰 も が 何 ら か の 場 面 で リ ー ダ ー を 経 験 す れ ば そ の 大 変 さ も わ か っ て 、

フ ォ ロ ワ ー に 回 っ た と き に 積 極 的 な 姿 勢 に な れ る か ら で す 。 メ ン バ ー 全 員 に 助 手 席 で は

な く 運 転 席 に 座 っ て も ら う た め に も 、 リ ー ダ ー シ ッ プ は 固 定 せ ず に 分 散 す る こ と が 重 要

で す 。

 （ 斉 藤 徹 『 Ｖ ｏ ｉ ｃ ｅ 』 「 組 織 は こ う や っ て 変 え て い け る 」 ）

（ 注 １ ） 企 業 か ら 顧 客 に 働 き か け る 営 業 手 法

（ 注 ２ ） 進 行 役

問 17 　 傍 線 部 ① 〜 ⑤ の 語 の 読 み と し て 間 違 っ て い る も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 鑑
か ん が

み れ ば　 　 　 ２ 　 管
か ん か つ

轄　 　 　 ３ 　 稟
り ん ぎ し ょ

議 書　 　 　 ４ 　 完
か ん つ い

遂　 　 　 ５ 　 閉
へ い そ く か ん

塞 感

問 18 〜 問 22 　 空 欄 Ⅰ 〜 Ⅴ に は そ れ ぞ れ そ の 後 の 文 の 内 容 を 簡 潔 に 表 す 小 題 （ 小 見 出 し ）

が 入 っ て い た 。 適 切 な も の を 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 18 　 　  Ⅰ  　 　 　 問 19 　 　  Ⅱ  　 　 　 問 20 　 　  Ⅲ  　 　 　 問 21 　 　  Ⅳ  　 　 　 問 22 　 　  Ⅴ  　 　

１ 　 感 覚 で は わ か っ て い れ ば 誰 で も 行 動 で き る　

２ 　 学 習 を 常 に 優 先 す る 組 織 に 必 要 な 考 え　

３ 　 自 走 す る 組 織 と は 何 か　 　 　

４ 　 「 共 感 す る 組 織 」 に お い て 重 要 な 誠 実 さ

５ 　 知 識 社 会 に お い て め ざ し た い 三 つ の 組 織 モ デ ル

６ 　 企 業 と 人 び と の 関 係 性 が 変 わ っ た
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問 23 　 空 欄 

　 　 Ｘ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 陰 の 部 分　 　 　

２ 　 裏 の 全 体　 　 　

３ 　 内 の 一 部　 　 　

４ 　 陽 の 箇 所

５ 　 表 の 側 面

問 24 　 傍 線 部 Ａ 「 上 梓 」 （ 「 じ ょ う し 」 と 読 み ま す ） の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次

の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 寄 贈　 　 　 ２ 　 執 筆　 　 　 ３ 　 掲 載　 　 　 ４ 　 公 表　 　 　 ５ 　 出 版

問 25 〜 問 29 　 空 欄 

　 　 ａ 　 　 〜 　 　 ｅ 　 　 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ 〜 ５ の

う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 25 　 　  ａ  　 　 　 問 26 　 　  ｂ  　 　 　 問 27 　 　  ｃ  　 　 　 問 28 　 　  ｄ  　 　 　 問 29 　 　  ｅ  　 　

１ 　 学 習 す る 組 織　 　 　

２ 　 組 織 の 変 革　 　 　

３ 　 学 習 の 機 会　 　 　

４ 　 知 識 社 会

５ 　 古 い 組 織

問 30 　 傍 線 部 Ｂ の 空 欄 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 漢 字 一 字 を 、 次 の １ 〜 ５ の う ち か ら 一 つ

選 び な さ い 。

１ 　 隣　 　 　 ２ 　 倫　 　 　 ３ 　 臨　 　 　 ４ 　 凛　 　 　 ５ 　 厘
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